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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

Trastuzumab（Tra） は HER2 陽性乳癌の予後を改善したが、限られた適応や単独での

不十分な効果が課題である。HER2 の細胞外ドメインのみを発現するアデノウイルスベク

ター（以下Ad-HER2-ECD）はHER2の活性化なくHER2陰性細胞の陽性化が可能である。

また近年開発された分子標的光免疫療法では、Tra に光感作物質 IR700 を結合させた

Tra-IR700 によって、HER2 陽性かつ近赤外線が照射された細胞のみが特異的に殺傷され

る。この二つの技術を組合せ、HER2 標的治療の課題克服を試みた。Ad-HER2-ECD によ

り HER2 陽性化させた HER2 陰性細胞株に、Tra-IR700 を投与し近赤外光を照射したとこ

ろ特異的に細胞死が誘導されることが in vitro にて確認された。遺伝子導入技術の応用に

よって標的抗原を持たない癌細胞に対して分子標的療法が適応拡大される可能性が示され

た。 
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